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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 30,092 △2.7 1,644 358.6 1,280 ― 702 ―

29年３月期第１四半期 30,940 2.7 358 △80.8 109 △93.1 △192 ―
(注) 包括利益 30年３月期第１四半期 617百万円( ―％) 29年３月期第１四半期 △413百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 6.97 ―

29年３月期第１四半期 △1.91 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 150,026 88,442 59.0

29年３月期 152,529 87,676 57.5
(参考) 自己資本 30年３月期第１四半期 88,442百万円 29年３月期 87,676百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

30年３月期 ―

30年３月期(予想) 5.00 ― 5.00 10.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 61,300 0.3 2,300 331.6 1,000 ― 200 ― 1.99

通期 128,700 6.2 6,000 108.6 3,400 82.4 1,100 298.2 10.92
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、【添付資料】８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注
記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、【添付資料】８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注
記事項（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 100,800,000株 29年３月期 100,800,000株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 53,950株 29年３月期 53,950株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 100,746,050株 29年３月期１Ｑ 100,746,050株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「１.当四半期
決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善などにより緩やかな回復基

調が継続しましたが、欧米や新興国の経済動向による景気の下振れリスクが懸念されるなど、先行きは不透明な状

況のまま推移しました。

鉄鋼業界は、製造業において自動車・産業機械向けが堅調に推移するなど、内需を中心とした回復の動きが見ら

れましたが、中国の高水準な粗鋼生産が世界の鋼材需給に与える影響への懸念などが残りました。

このような状況下で当社グループは、収益目標の達成に向け、販売強化に努めるとともに、既存事業の収益性の

改善や徹底的なコストダウンに取り組んでまいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は次のとおりとなりました。

第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年６月30日）

売上高 300億92百万円 （前年同期比 2.7％減）

営業利益 16億44百万円 （前年同期比 358.6％増）

経常利益 12億80百万円 （前年同期は経常利益１億９百万円）

親会社株主に帰属する四半期純利益 ７億２百万円
（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失
１億92百万円）

各セグメントの業績は次のとおりです。

　

①鋼板関連事業

売上高 203億12百万円 （前年同期比 1.7％増）

営業利益 16億77百万円 （前年同期比 47.7％増）

＜缶用材料＞

缶用材料は、缶コーヒー用途の飲料缶材の販売数量が減少したことなどにより、前年同期に比べ減収となりまし

た。

＜電気・電子部品向け＞

電気・電子部品向けは、車載用電池用途の販売数量が増加したことなどにより、前年同期に比べ増収となりまし

た。

＜自動車・産業機械部品向け＞

自動車・産業機械部品向けは、ベアリングシール用途の販売数量が増加したことなどにより、前年同期に比べ増

収となりました。

＜建築・家電向け＞

建築・家電向けは、ユニットバス用内装材の販売数量が増加したことなどにより、前年同期に比べ増収となりま

した。

以上の結果、鋼板関連事業全体としては前年同期に比べ増収、増益となりました。

②機能材料関連事業

売上高 63億65百万円 （前年同期比 12.8％増）

営業利益 １億56百万円 （前年同期は営業損失４億24百万円）

＜磁気ディスク用アルミ基板＞

磁気ディスク用アルミ基板は、データセンター向けハードディスク用途の需要が回復したことなどにより、前年

同期に比べ増収となりました。

＜光学用機能フィルム＞

光学用機能フィルムは、フラットパネルディスプレイ関連市場における競争の激化に伴い販売が低調に推移した

ことなどにより、前年同期に比べ減収となりました。

以上の結果、機能材料関連事業全体としては前年同期に比べ増収、増益となりました。
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③機械関連事業

売上高 40億２百万円 （前年同期比 32.0％減）

営業損失 １億80百万円 （前年同期は営業損失３億53百万円）

＜自動車用プレス金型、梱包資材用帯鋼、機械器具、硬質合金＞

自動車用プレス金型は、売上案件の出荷の一部が第２四半期にずれ込んだことなどにより、前年同期に比べ減収

となりました。

梱包資材用帯鋼は、需要が堅調に推移したことにより、前年同期に比べ増収となりました。

機械器具は、部品の販売が低迷したことなどにより、前年同期に比べ減収となりました。

硬質合金は、射出成形機部品の販売が好調に推移したことなどにより、前年同期に比べ増収となりました。

以上の結果、機械関連事業全体としては前年同期に比べ減収となりましたが、前年同期に計上した株式会社富士

テクニカ宮津の株式取得に係る費用がなくなったことなどにより、営業損失は減少いたしました。

なお、各セグメントの売上高、営業利益はセグメント間の取引による金額を含んでおります。

また、当第１四半期連結累計期間における持分法適用関連会社の増加は、次のとおりです。

・増加（１社）

PT FUJI TECHNICA INDONESIA

（２）財政状態に関する説明

総資産は、前連結会計年度末に比べ25億３百万円減少して、1,500億26百万円となりました。このうち流動資産

は、売上債権が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ６億25百万円減少しました。固定資産は、有形固

定資産が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ18億77百万円減少しました。負債は、借入金の返済や未

払法人税等の減少等により、前連結会計年度末に比べ32億69百万円減少して615億83百万円となりました。純資産

は、利益剰余金が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ７億66百万円増加して884億42百万円となりま

した。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成29年５月11日に公表い

たしました業績予想から変更ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,091 21,223

受取手形及び売掛金 26,872 25,177

たな卸資産 30,062 31,623

その他 5,040 4,400

貸倒引当金 △314 △298

流動資産合計 82,752 82,126

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,645 15,393

機械装置及び運搬具（純額） 16,179 15,320

土地 14,411 14,411

建設仮勘定 582 641

その他（純額） 1,622 1,525

有形固定資産合計 48,442 47,292

無形固定資産

のれん 2,259 2,195

その他 2,912 2,781

無形固定資産合計 5,172 4,977

投資その他の資産

投資有価証券 11,394 11,787

その他 4,882 3,950

貸倒引当金 △114 △107

投資その他の資産合計 16,162 15,630

固定資産合計 69,777 67,899

資産合計 152,529 150,026

決算短信（宝印刷） 2017年07月24日 16時18分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



東洋鋼鈑株式会社(5453) 平成30年３月期 第１四半期決算短信

5

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,896 11,630

短期借入金 16,088 15,957

未払法人税等 1,205 649

役員賞与引当金 78 -

その他 10,169 8,564

流動負債合計 39,438 36,801

固定負債

社債 5,000 5,000

長期借入金 12,414 11,512

役員退職慰労引当金 49 53

PCB対策引当金 7 7

退職給付に係る負債 5,673 5,785

その他 2,268 2,422

固定負債合計 25,414 24,781

負債合計 64,852 61,583

純資産の部

株主資本

資本金 5,040 5,040

資本剰余金 6 6

利益剰余金 82,401 83,474

自己株式 △23 △23

株主資本合計 87,425 88,498

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,051 1,149

繰延ヘッジ損益 △240 △68

為替換算調整勘定 △201 △850

退職給付に係る調整累計額 △358 △285

その他の包括利益累計額合計 251 △55

純資産合計 87,676 88,442

負債純資産合計 152,529 150,026
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第１四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 30,940 30,092

売上原価 27,490 25,141

売上総利益 3,449 4,950

販売費及び一般管理費 3,091 3,306

営業利益 358 1,644

営業外収益

受取利息 8 9

受取配当金 133 101

持分法による投資利益 9 -

その他 169 86

営業外収益合計 320 197

営業外費用

支払利息 75 66

持分法による投資損失 - 461

為替差損 326 21

その他 168 11

営業外費用合計 569 560

経常利益 109 1,280

税金等調整前四半期純利益 109 1,280

法人税等 301 578

四半期純利益又は四半期純損失（△） △192 702

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△192 702
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(四半期連結包括利益計算書)

(第１四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △192 702

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △149 97

繰延ヘッジ損益 △5 171

為替換算調整勘定 142 △153

退職給付に係る調整額 86 73

持分法適用会社に対する持分相当額 △294 △274

その他の包括利益合計 △221 △85

四半期包括利益 △413 617

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △413 617
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示）

（会計方針の変更）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
（有形固定資産の減価償却方法の変更）
一部の国内連結子会社は、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法について、主として定率法を

採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。
この変更は当社グループの減価償却方法の統一及び適正な期間損益計算の観点から有形固定資産の減価償却

方法について再検討したものであります。
その結果、当社グループの有形固定資産は安定的に稼働しており、費用配分の観点から定額法に変更するこ

とが経済的実態をより適切に反映する合理的な方法であると判断するに至りました。
なお、当該会計方針の変更による当第１四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微で

あります。
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（セグメント情報等）

〔セグメント情報〕

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２鋼板関連事業

機能材料
関連事業

機械関連事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 19,506 5,642 5,790 30,940 ― 30,940

セグメント間の内部
売上高又は振替高

468 ― 95 564 △564 ―

計 19,975 5,642 5,886 31,504 △564 30,940

セグメント利益又は損
失（△）

1,135 △424 △353 356 1 358

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２鋼板関連事業

機能材料
関連事業

機械関連事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 19,770 6,365 3,956 30,092 ― 30,092

セグメント間の内部
売上高又は振替高

542 ― 46 588 △588 ―

計 20,312 6,365 4,002 30,681 △588 30,092

セグメント利益又は損
失（△）

1,677 156 △180 1,653 △9 1,644

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

「会計方針の変更」に記載のとおり、一部の国内連結子会社は、有形固定資産（リース資産を除く）の減

価償却方法について、主として定率法を採用しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より定額法に変

更しております。

当該変更による影響は軽微であります。
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